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Abstract

MostoftheworksbyCharlesDickenswerepublishedinserialforms．Itiswidelyrec－

Ognizedthatthismediumcompe11edtheauthortohaveasusPenSefu1climaxorclifflhanger

ineachnumbertokeepreadersinterested．Sincethisfbrm1imitsthelengthofthematerial，

Dickensmusthavealreadydeterminedtheendofthestorybeforehestartedwriting．Mar－

ShallMcLuhancallsthiscompositionstyle”simultaneity”．Ithasnotbeendiscussed，how－

ever，howthetravelsofthemaincharacterenabledDickenstodealwiththerestriction．

SimultaneitycontroIstheworkandDickenswastofirsttoemployitasawaytocreatea

SenSeOfajoumeywithanultimatedestinationthatbecameacharacteristicofnineteenth

CenturymediainBritain・ThispapershowsthatthefrequenttravelsofDavidinDavidCqp－

Pe所eldwasshapedbythisserialformandexemplinessimultaneity．ItshowsthatDavidis

alwaysawareofeachdestinationandtheendofthestorysincehehasthesenseofsimulta－

neity・ThisisclearlyshownthroughcomparisonswithJosq，hAndkwsandwithThePil－

grim’spTT）greSS・Bothareworkswhosestoriesareconnectedtotheirhero’stravelsandpub－

1ishedbeforethenineteenthcentury．ThecomparisonsclarifythatDavidisuniquefbrheis

theonlycharacteramongtheseworkswhosetravelsarecontrolledbyandhavesimultane－

ity，andthereforeheisalwaysstronglyawareofhisfinaldestination．
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序論

19世紀イギリスの小説家チャールズ・ディケンズ（CharlesDickens）は，スケッチ

風のエッセイを新聞に投稿したことで人気を集め，その後の作品の多くも新聞や雑

誌に連載するという出版形式を用いた。当時労働者階級の識字率が向上し，また印

刷技術が発達し，小説が大衆の娯楽として認められたとはいえ，小説本一冊の値段

は高く，労働者階級の人々にとって手の届くものではなかった1。雑誌連載の小説

は，そのような人々にも文学作品に触れる機会を与え，特にディケンズが『ピク

ウイツク・クラブ』（乃ePわ慮WわたP甲er∫）で初めて試みた月刊分冊という出版形式

は，その価格設定や装丁から，明らかに労働者階級を狙った出版物であった。マー

シャル・マクルーハン（MarshallMcLuhan）は『メディア論』（t，わdbrstandingMbdia）

において，「メディアはメッセージである」（“themediumisthemessage”）と主張する

（7）。これは，メディアがコンテンツそのものである，あるいはコンテンツと同じよ

うにメッセージを伝えるという意味ではなく，コンテンツが伝えるメッセージとは

異なる水準で，コンテンツとは無関係に，メディアが人間の行動，思考，およびそ

れによって生じるコンテンツのあり方を規定するという意味である。つまり，雑誌

や月刊分冊というメディアが労働者階級を購買層と設定する以上，ディケンズの作

品の内容そのものにもその影響が見られるはずである。

ディケンズは，主な作品発表の手段として，新聞や雑誌上での連載という形式を

取ったため，その作品の多くは必然的に長編化された。長編作品を分割し，各号を

定期的に発行する中で，読者を飽きさせず購買意欲を持続させるために，ディケン

ズが毎回山場を設けなければならなかったことは，例えば西垣佐理が「喜劇として

の暴力－舞台と社会の間」で指摘する通りである（55）。しかし，それを補助する

役目を担ったのは，ディケンズ作品に多用される登場人物の移動であることは議論

の余地がある。登場人物を移動させることによって，露骨な場面の転換や不自然な

事件の発生を防ぎ，また各号の終りに主人公がいる場所，あるいは向かっている場

所によって，次号への期待を持たせる効果があるのだ。この移動は，本研究で扱う

『デイヴイッド・コパフイールド』（DavidCQPPe所eld）においてデイヴイッド（David
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Copperfield）が，ブランダストンやロンドン，ヤーマスといった土地を行き来するよ

うな直接的な移動のみならず，『ピクウイツク・クラブ』におけるピクウイツク

（SamuelPickwick）氏一行の旅や『骨董屋』（TheOldCuriosio｝Shpp）でのネル（Little

Nell）とその祖父の放浪，その他『オリヴァ一・トゥイスト』（OJルer加わJ）や『二

都物語』（d乃Je〆ルoC眈∫）など多くの作品で見られる。しかしながらディケンズ

の短編，中編小説に頻繁な移動が見られることはない2。例えば怪談話的なクリスマ

ス・ストーリーとして有名な『信号手』（乃egなれdJ一肋乃）では線路脇の小屋が主な

舞台となっているし，『クリスマスツリー』（dCかね加d∫7kg）は語り手が目の前に

あるクリスマスツリーを見ながら語る物語である。『クリスマス・キャロル』（d

Cか・ね加α∫C‘JmJ）にしても，最後に甥の家に行く以外は，時を超えるという性質のも

のであり，移動とは異なるものである。文字を読むのに慣れていない読者でも一度

に読み終えることのできる短編，中編小説に頻繁な移動が見られないことから，

ディケンズが作品中で移動を多用するのは移動がなければ物語を進行させられない

という理由ではなく，読者や市場を意識したものであったことが分かる。これは明

らかにメディアがディケンズ作品に与えた影響であると言える。マクルーハンは連

載形式というメディアの影響によって起こる，作品の成立過程の逆転現象を同時存

在性（Simultaneity）と呼ぶ（“MediaLog”180）。連載形式による作品がこの同時存在

性に制限されるなら．デイヴイッドの移動もまた，この同時存在性と関係があるは

ずである。ただし，当然ながら作品におけるメディアであるデイヴイッドの移動は，

小説や連載形式といったメディアとしての作品とは明確に区別される。しかし同時

存在性との関係は，作中においてデイヴイッドの移動に用いられるのみならず，始

点と終点の逆転現象によってデイヴイッドに終りの感覚を強く意識させる。これ

は，ディケンズが二つの異なる水準におけるメディア，すなわち作品の内と外のメ

ディアの関係性を意識していたからに他ならない。本研究では『デイヴイッド・コ

パフイールド』に多用される主人公の移動に焦点を当て，その移動が常に終点を定

めたものであることから，デイヴイッドがもつ終りへの感覚を明らかにする。また，

この終りの感覚が19世紀に特有なものであることを示すことで，デイヴイッドを

19世紀的感覚の持ち主として捉え直す。このように終りの感覚を特に扱うのは．こ
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の感覚が物語世界において成立するものでありながら，現実におけるメディアであ

る，同時存在性の影響を受けたものだからである。以上の分析から．作品における

メディア，すなわちメディアとしてのデイヴイッド・コパフイールドと，メディア

としての作品『デイヴイッド・コパフイールド』の相互作用を明らかにする。本稿

では，まずマクルーハンが同時存在性と呼ぶものを明らかにし，それが作品におけ

る制限として存在するのみならず，デイヴイッドの移動に利用されている点を論じ

る。続いて，デイヴイッドが海を避けるという川崎明子の主張を，同時存在性とそ

こから生じる終りの意識との関係から捉え直す。第3節では，18世紀の小説である

『ジョゼフ・アンドリューズ』（血昭九血加M）と比較することで，デイヴイッドの

移動における同時存在性と終りの感覚が19世紀的なものであることを検証する。第

4節では，『天路歴程』（乃eP卸加7’∫Pmg柁∫∫）と『デイヴイッド・コパフイールド』

の成立過程を比較することで，作品そのものにおけるメディアの影響がデイヴイッ

ドの終点意識と関係する点を確認する。最後に，よりメディア論的に作品のメディ

アとデイヴイッドの移動の関係を分析することで，デイヴイッドが意識する終りの

感覚が作品全体に働くことをさらに検証する。

1．同時存在性およびその作中での効果と移動

まず，現実の世界において作品を統御する同時存在性について明らかにしたい。

マクルーハンは新聞とディケンズの関係について『マクルーハン入門』（且甲わrα－

tionsinCommunication）に収録された「メディアの履歴簿」（“MediaLog”）において

次のように言っている。

EdgarAllanPoe，aneWSmanand，1ikeShe日y，aSCiencefictioneer，COrreCtlyanalyzed

thepoeticprocess・ConditionsofnewspaperserialpublicationledbothhimandDick－

enstotheprocessofwritingbackward・Thismeanssimultaneityofallpartsofacom－

position．（180）

連載という形式は，ディケンズが作品を書くより前に作品の枠組みを与える。その
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ために作家は，定められた分量に満たないことも，あるいはそれを超えることも許

されない。その結果ディケンズは，推理小説の結末がまず決められるように，物語

の最終点から逆方向へ物語を作る必要があった。つまり，マクルーハンが呼ぶとこ

ろの同時存在性が生まれる。連載という出版形式においては読者を飽きさせないこ

とが重要であり，同じ展開が続くことは避けなければならない。同時存在性は，作

品の重要な要素を先に成立させることで，作者に同じような展開が続くことを避け

る機会を与える。もちろん書きおろしの場合においてもそのような手法は見られる

ものの，それはメディアによって強制されるものではない。つまり，連載形式とい

う情報速度の加速によって生じる同時存在性は，メディアによる影響でありながら

同時に，同じメディアに要請される商業性を成立させる支えにもなるのだ。ここで

ディケンズが利用するのは主人公の移動である。なお，本稿におけるメディア理解

はマクルーハンに代表されるメディア研究の定義に従う3。

第10分冊でヤーマスを訪れたデイヴイッドは，ミスター・バーキス（Mr．Barkis）

の死，ステイアフォース（JamesSteerb血）とエミリー（Emily）の駆け落ちにより落

ち込んでおり，分冊全体を通して暗いイメージとなっているが，次の第11分冊で

は，デイヴイッドが恋するドーラ（Dora）のいるロンドンに戻る。そこで，ドーラと

の婚約で浮かれるデイヴイッドは友人を失ったことの埋め合わせになる程の幸福を

感じている（474）。この直後に，伯母ベッツイ（BetsyTrotwood）の破産という形で，

デイヴイッドに再び悲劇が訪れることになる。そのため，ここではロンドンへの移

動をきっかけに，悲劇と悲劇の間に全く雰囲気の違う話を挿入しているのだ。これ

は明らかに，連続性をもって発行されるメディア，すなわち月刊分冊によって読者

を飽きさせない配慮を強いられたものであり，同時に同時存在性を与えられたこと

により成立するものである。これは，月刊分冊のターゲットである新しい読者層を

意識しながら．ディケンズがメディアという枠組みを利用した例である。

ここで，作品内部におけるメディアとして，デイヴイッドの移動自体のメディア

性について言及したい。ダン・ラフイ（DanLaughey）は17世紀的なメディア理解，

すなわち知覚には対象，感覚器，メディアの3つが必要であるという点に言及し，

メディアの定義の一つとして次のようなものを挙げる。“［W］ecancon丘dentlyclaim
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thatmediaarenotobjects（newspapers，televisionsets，telegraphmessages，andsoon）but

meansofcommunication”（2）。移動とは物体ではないものの，確かにコミュニケー

ションの手段である。また移動する人間が知覚の対象であれ行為者であれ，その知

覚の媒介となるものである。これはマクルーハンが『メディア論』で「身体の拡張」

と呼ぶものでもある（4）。だから，デイヴイッドという情報，感覚器，知覚の対象

を拡張する移動は一つのメディアとして認められる。デイヴイッドの移動先は，ロ

ンドンやヤーマス，カンタベリーといった都市である。第58章で傷心のため外国へ

行ったときにも，鬱状態にありながらデイヴイッドが向かうのはやはり都市である

（813－14）。また，このときのことを現在のデイヴイッドが回想する際，彼が見るの

は道を通って行く自分の姿である（814）。都市はそれ自体メディアであるが，道路

や車輪という別のメディアによって形成され，また発達したものである。都市間を

結ぶ道路は連続性をもったメディアに他ならず，マクルーハンの呼ぶ同時存在性を

生む。徒歩，馬車といった手段に関わらず，この道路を行く移動もまた連続性を

もっており，同時存在性を生む。実際，第12章の最後でデイヴイッドが伯母に会い

に行く決心をした際，ドーヴァー街道に沿ってあるはずと思っていたグリニッジに

向けて進んでいる（179）。つまり，グリニッジという終着点が最初にあり，そこに

通じるドーヴァー街道に沿うというのは，明らかに実際の移動方向とは反対のプロ

セスをたどっている。このようにデイヴイッドの移動が終点を定めて実行される一

方で，ミスター・ペゴティー（Mr．Peggo町）の移動には同時存在性が見られず，こ

のことがデイヴイッドの移動を特徴的なものとして強調する。第32章でエミリーを

捜す旅を始めたミスター・ペゴティーは，この旅の行き先を明確に決めておらず

（454），デイヴイッドが行き先を尋ねた際も首を横に振るだけである。その結果彼

は，光の中へ消えて行くと描写される（473）。明確な都市へ向かうデイヴイッドの

移動と異なり，ここに同時存在性は表れない。以上のように，同時存在性は作中の

デイヴイッドの移動に繰り返し用いられる。ただし，これは月刊分冊によって課せ

・られる制限に対処するためだけでなく，デイヴイッドの意識と関係する，あるいは

むしろ同時存在性がデイヴイッドに19世紀特有の感覚を生じさせるという点を以

下に論じる。
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2．海を回避するデイヴイッドの終点意識

現実のメディアである連載形式においては，特に商品としての性質をもつ『デイ

ヴイッド・コパフイールド』においては，全ての章が意味をもたなければならない

ことは重要である。川崎明子は本作について「デイヴイッドが主体を確立する過程

において海を回避し陸を選び，語り手としても海を抑圧」（134）すると論じている。

同氏が「海においては海流は不可視で航跡もすぐに消滅する」（144）点にも言及し

ているように，海には同時存在性を生じさせる線的で連続的なメディアは存在しな

い4。このことは第1章で，海難避けとされるデイヴイッドの羊膜をくじで引き当

てた女性によって，次のように説明される。”lS］he，tOthelast，eXpreSSedherindigna－

tionattheimpietyofmarinersandothers，Whohadthepresumptiontogo‘meandering

abouttheworld”（2）。人工的な道をもたない海の上では，船乗りはあてどなく彷樫う

他ない。連載の期間と分量があらかじめ決められる連載小説では，始点と終着点は

最初に作られる。しかし，その中身までは最初から決定されないことは，ディケン

ズが読者の反応によって筋を変更したり，しばしばプロットの弱きを指摘されたり

する通りである。だからこそ，最も重要なのは間違いなく結末に向っているという

確信であり，あてどなく彷捏ったり不要な章を害いたりすることはできないのだ。

ここから，現実のメディアによる要請と，作品内部における環境の重なりを，ディ

ケンズが明らかに意識していたことが読み取れる。語り手のデイヴイッドが第1章

できっぱりと“Nottomeandermyselfiatpresent・・・．”（2）と宣言するのはこのためであ

り，また次章で“ImighthaveamisgivingthatIam‘meandering’instoppingtosaythis

・∴”（13）というように，再びふらついてるのではないかと不安を感じているのも同

じ理由からだ。異なる複数の新聞に掲載した素描を一つの作品として出版した『ボ

ズのスケッチ集』（肋打力e∫卸助Z）において，ディケンズが同様の不安を感じてい

ることをダニエル・コリアール（DanielleCoriale）は，表紙に措かれる気球が不安定

・さのメタファーであると解釈しながら指摘する（803）。川崎はデイヴイッドが海を

避ける理由として，海が暴力，死のイメージをもつことを挙げ，「デイヴイッドが比

喩的・字義的溺死を回避する」（144）ためであると主張する。しかし，連載形式と
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いうメディアの制限を受ける『デイヴイッド・コパフイールド』にとって，道をも

たない海は結末を意識しない章そのものであり，これを避けることはやはりメディ

アのメッセージであると同時に，本作およびデイヴイッドの19世紀的移動を成立さ

せる要素であると捉えることができる。つまり，連載形式のもつ同時存在性が作中

において逆に利用されるのだ。興味深いことに，新約聖書によると最後の審判の後

には海が残らない（黙示録21：1）。アルファでありオメガでもある神は，まさに究

極的な同時存在であると言える。その神とともにあるとき，もはや不安定な海は必

要とされないのだ。最後の審判という終りの感覚が最も重要なキリスト教におい

て，海がこのように避けられることは，同様に終りの感覚を強く意識しなければな

らない連載形式における不確定要素の排除と共通する。

終りの意識と，それを欠くことによる不安が19世紀的な現象であることを，18世

紀に分冊形式で出版された『ジョゼフ・アンドリューズ』との比較から確認したい。

本作は四つの分冊から成る作品であるが，この分冊形式は連載形式による，あるい

は労働者を購買層とするための分冊ではない。そのためディケンズがメディアに

よって受けていた，読者を飽きさせないようにしなければならないというような制

限，すなわちメディアのメッセージはここに存在しない。また本作では，章を分け

ることが，読者を疲れさせないためにいかに重要であるかが説かれている（100）。

後述する『天路歴程』が，思いつくままに書いた結果一つの作品となったと書かれ

るのに対して，『ジョゼフ・アンドリューズ』には19世紀に近い感覚が表れている。

しかしながら，フィールディング（HenryFielding）は章分けについて説いた直後に

その章を，全体にとって何の意味ももたず，読み飛ばしてもよい章であると宣言し

ている。これは，毎回読者にとって重要な意味をもたなければならない連載形式で

は見られない。すなわち，意識的な草分けによって読者に考慮する点は確かにディ

ケンズ作品と似ているといえるものの，連載形式というメディアの制約の不在が両

者の決定的な違いを生んでいる。終りと無関係であることに不安を覚えない『ジョ

だフ・アンドリューズ』に対して，常に不安を抱きながら終りへ向かう『デイヴイッ

ド・コパフイールド』は，19世紀的感覚を表す。また，それを成立させるために用

いられるデイヴイッドの移動は19世紀的移動と言えるだろう。現実における出版形
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式のみならず，物語内部における移動の点でも『ジョゼフ・アンドリューズ』との

比較には意味がある。次節では，ジョゼフ（JosephAndrews）の移動が同時存在性を

もたず，ときに移動が成立さえしない点を論じることで，デイヴイッドの移動が19

世紀的であることをさらに検証する。

3．『ジョゼフ・アンドリューズ』との比較にみるDaYidの19世紀的移動

移動が重要な意味をもつ文学作品として，時代的に近い18世紀の教養小説を無視

することはできない。既に第2節で挙げた『ジョゼフ・アンドリューズ』では，物

語の大部分で主人公の移動が見られる。しかもその移動はやや自発的ではあるもの

の，追い出されるという性質の移動から始まる点で『デイヴイッド・コパフイール

ド』との比較対象として適切と思われる。さらに娯楽性や構成の点で読者を意識し

ており，また移動というメディアに対する理解が見られるため，ここで特に取り扱

う。本作品は，語り手が素晴らしいと考える本を挙げながら“Inallthese，delightis

mixedwithinstruCtion，andthereaderisalmostasmuchimprovedasentertained．”（40）と

評しているように，読者の楽しみを意識して書かれていることが分かる。この楽し

みと教訓を両立させているものは，他ならぬ移動である。教訓を伝えるためには事

件が起こる必要があるが，本作における事件のほとんどはジョゼフの移動中，ある

いは移動先で起きており，またこの事件は読者を楽しませうるものである。例とし

て，ブービー夫人（LadyBooby）からの誘惑を退けたために屋敷から追い出された

道中の場面を見てみると，“Soperfbctlymodestwasthisyoungman…．”（69）と書かれ

るように確かに教訓を説いている。さらにこの箇所の章題がContainingmanysur－

prisingAdventuresから始まるように，読者の興味を惹く場面であることも明らかで

ある。つまり『ジョゼフ・アンドリューズ』は，移動を多用するのみならず，その

移動が読者を楽しませるためのものである点でも『デイヴイッド・コパフィール

が』と類似するのである。しかしながら，メディアという視点から見るとやはりこ

の両作品における移動は異なっている。上に挙げた場面を検証してみると，この移

動をジョゼフが決心したのは第10章の最後である。ここでジョゼフは旅の開始を悩
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んだ末に，月明かりを受けて突如移動を決める（64）。彼の移動は衝動的で，計画性

を欠いている。また，この旅の目的地はブービー夫人の田舎屋敷であるが，これは

その教区にいるファニー（Famy）に会うためである。しかし実際には，ジョゼフは

この目的地に辿り着くことなくファニーとの再会を果たしてしまう。本来この場面

における移動はファニーの眼前にジョゼフ自身を拡張するメディアであった以上，

その終着点は曖昧となっている。このようにジョゼフの移動は始まりも終りも決定

されないものであり，すなわち同時存在性を持たない移動なのである。既に説明し

たように，本来道路はある地点とある地点を明確に結ぶメディアである。だから，

道路そのものは本来同時存在性を生じさせ得るにも関わらず，道路上を移動し続け

たジョゼフは自身にとっての始点と終点を曖昧にしてしまっているため，同時存在

性とは無関係となる。

メディアの始点と終点が同時存在性と関係することは，『デイヴイッド・コパ

フイールド』のデイヴイッドの移動から明らかにされる。上に挙げたジョゼフの移

動は勤め先から逃げ出すというものであるが，デイヴイッドも同じようにマードス

トン・グリンピー商会から逃げ出している。しかしここでデイヴイッドは，長い間

をかけて伯母の家に行く決心を固め，ペゴティー（Peggotけ）に手紙を送り自らの目

的地を確認し，さらに土曜日の夜までは働いてから出発することを決めている。つ

まり移動の開始点が明確にされており，だからこそ同時存在性が生まれるのであ

る。なぜならば，あるメディアがその終着点から実際とは逆方向に成立する同時存

在性にとって，実際の始点こそ終着点となるべきものなのであり，この始点を欠い

たままでは同時存在性をもったメディアは成立しえないからである。当然ながら，

あるメディアの終点は同時存在性にとっての始点となるものであり，同様に不可欠

なものである。これは，制限も利用もしないような，相互に無関係なメディアと

ジョゼフとの関係とは明確に異なっている。

しかしこれは，『ジョゼフ・アンドリューズ』がメディアに対する理解を欠いた作

品であると主張するものではない。例えば第3巻12章において，アダムズ（Adams）

とジョゼフは，自分は歩いて行くからと互いに馬を譲り合うが，そのために彼らの

移動は始まらない（257）。ここで彼らの移動が始まらないのは，決して互いが主張
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を押し通すからではなく，馬と徒歩というメディアの速度差をフィールディングが

理解しているためである。アダムズとジョゼフが第2巻2章においても，馬と徒歩

の移動を試みて，失敗している（104）のはこのためである。結局この論争は，アダ

ムズのために馬車が手配されたことで終了し，結果彼らは目的地に辿り着く。確か

に全員が馬車に乗っているわけではないとはいえ，馬車と馬が並走するというこの

場面ではその速度差は無視できるだろう。以上のように，本作にもメディアに対す

る理解，特にその情報速度差についての理解は確かに見られる。しかしそれは，作

品内部におけるメディアについてのみであり，作品自体のメディア性との相互の関

係には至らない。本研究がメディアとの関係において特に『デイヴイッド・コパ

フイールド』を挙げるのは，この作品が単純にその内部においてメディア利用をす

るだけでなく，作品の枠組みとして存在するメディアをも意識している点にある。

4．『天路歴程』との比較に見る『デイヴィッド・コパフイールド』の終点意識

主人公の移動が連続性をもったメディアである例として，ジョン・パンヤン

（JolmBunyan）の『天路歴程』が挙げられる。この物語では，主人公のクリスチャン

（Christian）が天の都を目指して旅をするが，第1章時点で彼は，行くべき道を知ら

ないために移動ができない（52）。この箇所はまさに．本作品における移動が同時存

在性によって成立することを示すものである。すなわち，この時点では重荷を捨て

られる場所に行きたくても，破滅の町と目的地の間に連続性をもった線的なつなが

り，つまりメディアは存在しない。しかし，この直後にエヴァンジェリスト（Evm－

gelist）によって道を示されることにより，クリスチャンは目的地と，そこに至るま

での道を知る。これによりクリスチャンは旅に出られるようになるが，やはり移動

より先にあるのは実際の移動とは反対のプロセスであり，連続性をもったメディア

である。

，このように．主人公の移動におけるメディア性という点で，パンヤンとディケンズ

には類似が見られる。しかし，両者が同時存在性をもつ移動を作品中に用いた理由は

全く異なる。もちろん現実的な出版形式の違いによる，メディアの制限の違いがあ
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る。『天路歴程』への弁明文でパンヤンは，思うままに書いた結果．この作品の分量

になったことを明かす（43－44）。『天路歴程』は，そもそも終りが意識されないまま書

かれた作品であったのだ。ディケンズが同時存在性を意識しなければならなかったの

は，作品の分量が執筆前に決定されていたためである。一方作品の分量に制限のな

かった『天路歴程』においてクリスチャンの移動に同時存在性が見られるのは，少な

くともメディアによる制限とは関係がない。それにも関わらずクリスチャンの移動が

デイヴイッドの移動と類似するのは，別に理由がある。先の弁明文には，そもそもパ

ンヤンが小説を書くつもりはなかったと書かれている（43）。パンヤンの目的は．キリ

スト教の教義を伝えることであったが，そのための手段が必ずしも小説である必要は

ない。説教を列挙することも，日常生活のスケッチを例にすることもできた。しかし，

パンヤンは自らの目的を果たそうとした結果，小説を書きあげることになった。説教

のために書かれたこの物語中で起こる事件は当然，説教そのものであり，それぞれが

独立したメッセージを持っている。しかも，提示される順番にさえ意味があった。作

中でミスター・ワールドリーワイズマン（Mr．WorldlyWiseman）が話す通り，落胆の

泥沼は最初の苦難である。飢えや牢からの脱出はそれより後でなければならない。最

も困難な死の川は最後でなければならないのだ。全ての困難を経験しなかったイグノ

ランス（Ignorance）が，天の門をくぐる資格をもたないのはこのためである（216）。

様々なメッセージを，ある決まった順番で提示するためには，旅という手段でそれぞ

れをつなぎ留めるしかなかった。パンヤンが用いる移動は合目的的である。自身の目

的を達成するために，合理的な判断を下した結果，主人公の移動をともなう小説とい

う形式に至ったのだ。『天路歴程』における終点は，各々のメッセージが連続性をもっ

たとき．その結果として表れるもの，まさに結末である。そのため，クリスチャンの

移動がもつ同時存在性は現実のメディアとは一切無関係であることに注意しかナれ

ばならない。作品内部で，クリスチャンの移動がデイヴイッドの移動とそのメディア

性の点で類似するのは，パンヤンが目的を達成しようとした結果であり，現実におい

て作品のあり方を規定するメディアに要請されたものではない。だからこそ，自ら同

時存在性をもつデイヴイッドと違い，クリスチャンの同時存在性はエヴァンジェリス

トによって与えられるものとして措かれる。それは，クリスチャンは自ら終りへの意
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識をもたないとも言える。

『デイヴイッド・コパフイールド』における移動は，必ずしもそれぞれがメッセー

ジをもつ，あるいはつなぎ留めるものではない。芸術作品でありながら，商品でも

あった本作は，第一に市場を意識しなければならなかった。例えばセーラム学園へ

向かう途中，世間知らずのせいでウェイターにビールを騙し取られる場面は，ヴィ

クトリア朝道徳とは一切関係のない，娯楽の性質の強い移動である。また，メッ

セージ性の強い事件についても，『天路歴程』程順番にこだわる必要はない。例え

ば，マーサ（Ma正ha）に連れられてエミリーを発見することと，ミスター・ミコー

バー（Mr．Micawber）によってユライア・ヒープ（UriahHeep）の悪事が暴かれる場

面に居合わせることの間に順序は存在しない。これらの事件は全て，終りへの意識

である。連載の期間と枠が予め決められた月刊分冊においては，作品中の主要な事

件やテーマを最初に決め，枠に合うようにその間を補う必要があった。そのような，

いわゆる肉付けには順序こそ存在しないが，物語である以上，不自然であってはな

らない。そこに移動が用いられるのは，不思議ではない。デイヴイッドは枠を満た

すため，物語を完結させるために様々な経験をしながら移動する。デイヴイッドの

移動は，第3節で見たように個々の移動において終点を意識するのみならず，常に

物語そのものの終点をも意識しているのだ。作品のメッセージを成立させるために

用いられたパンヤンの移動とは異なり，本作における移動は，作品を商品として成

立させかナればならないというメディアの制限を受けながら，物語をも成立させる

ためにディケンズがメディアの枠組みを利用したものである。

5．月刊分冊とデイヴィッドの移動の関係におけるメディア論的分析

これまで．デイヴイッドの移動と作品自体のメディアである月刊分冊について，

同時存在性との関係のみから明らかにしてきたが，ここではよりメディア論的に分

析することで，デイヴイッドの移動が作品の枠組みそのものを意識している点をさ

らに検証する。『デイヴイッド・コパフイールド』では，全ての分冊においてデイ

ヴイッドの移動が見られる5。特に第1分冊から第4分冊では，ブランダストン，
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ヤーマス，セーラム学園そしてロンドンといった，物語の中で重要な役割を持つ土

地への移動を頻繁に繰り返す。デイヴイッドの誕生をブランダストンへの移動に含

めると，実に11回もの移動が見られる。また，第5分冊冒頭においてデイヴイッド

がドーヴァーヘ向かう道中，これまで訪れた場所を度々回想する。路銀を稼ぐ方法

を思いついた時（180），セーラム学園裏手の塀の陰を寝床にした際（182），そして起

床時（182）に，それぞれ過去にデイヴイッドがいた場所での経験が思い出される。

これらは実際の移動ではないが，明らかにデイヴイッドが行ったことのある土地を

強調しており，精神的な移動であると捉える事ができる。月刊分冊という形式で出

版された本作は，それ以前の小説，すなわち書斎と豊富な時間を持つ富裕層によっ

て一度に読破されることが多かった本と違い，一月毎に作品の一部が読まれるだけ

であった。そのため，早い段階で必要な情報を読者の目に付くようにしなければな

らなかったことが理由として挙げられる。

マクルーハンによると，表音アルファベットは視覚の機能を強化し拡張するもの

である（肋ゐr∫加d廃油dd91）。そのアルファベットが，印刷，車輪，道路など

によって情報加速を受けた結果，本，すなわち印刷されたことばという形式におい

て画一的で連続的な性質を得ることとなった。月刊分冊という出版形式は，労働者

階級をも購買層として取りこんだ点において，車輪と同じように，印刷されたこと

ばの伝達に加速を加えたと言える。しかし一方で各分冊に注目した場合，作品全体

の画一性と連続性を分割した点において，月刊分冊は情報が加速される以前の集合

的なパターンであるともいえる。つまり，読者はある分冊を読む際，その分冊に関

しては内容を知ることができるが，作品全体を認識することはできない。あるいは

読者が文脈を見失った場合，その分冊内に限っては前の箇所を読み直すことができ

るが，その前後の分冊の内容から文脈を回復することは不可能である。ディケンズ

が最初の4分冊，および第5分冊の冒頭でデイヴイッドに移動を繰り返させたの

は，この月刊分冊がもつ連続性の脆弱さを補うために他ならない。

非連続な月刊分冊において，デイヴイッドの移動がこのように用いられること

は，やはり作品そのものの終点を意識することである。連続性を欠くことは，第2

節で同時存在性を生じさせないものとして挙げた海と同じように，終点に向かって
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いることを確信させないことだからだ。デイヴイッドが移動によって月刊分冊の連

続性の脆弱さを補うのは，読者に印象付けるべき情報をあらかじめ繰り返し提供す

るという性質のものである。これは，第1節で見たようにデイヴイッドが移動す

る，都市間の道路に似る。つまり，本来無関係に存在するはずの非連続な点同士を

結びつけるものだ。同時に，物語の内と外に無関係に存在するはずのメディアが結

び付けられている。つまり，作品のあり方を規定するメディアの脆弱性を補うため

に，物語内部でデイヴイッドの移動メディアが用いられるが，その移動が同時存在

性と密接に関係するための物語内部の環境，すなわち海や道路は，明らかに現実の

メディアの影響を意識して書かれている。デイヴイッドの移動はこの相互作用に

よって，物語内部の個々の移動においてのみならず，作品の枠組みにおける位置付

けとして，終点を意識している。

結論

以上のように，19世紀のメディアである月刊分冊は読者を飽きさせず，購買意欲

を持続させるため，作者に毎回山場を設けることと，終りの感覚を強く意識させる。

つまり作者が自由に決定可能で，物語を通して伝えようとするメッセージとは異な

る水準に位置するメッセージ，言い換えれば時代的，メディア形態的な要請を読み

取ることができる。このメディアによる制約は，作中でデイヴイッドの移動が多用

されることや，その目的地で起こる事件，登場する人物によって保たれるが，同時

に19世紀メディアをコンテクストとしてもつデイヴイッド自身もまた，その影響を

受けずにはいられない。結果として，デイヴイッドは19世紀メディアとしての性

格，特に同時存在性の感覚を常にもっている。これは，『天路歴程』におけるクリス

チャンがエヴァンジェリストに出会うまで同時存在性の中で移動を行うことができ

なかったことと違い，デイヴイッドが新しいメディアによっで情報が加速されてい

る世界の中に生きることを示している。この新しい時代感覚はしかし　同時に始点

と終点をはっきりさせることで，その二点を結ぶ線を外れることに対する不安をも

生じさせる。終点が曖昧になり，移動を阻害されても何の影響も受けないジョゼフ
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と，道をもたない海を避けようとするデイヴイッドの間にある差は，それぞれが属

する世界の情報速度の差なのだ。現実の世界におけるメディアの変化は，直接メ

ディアと関係する物言吾のあり方を変化させるだけでなく，物語内部における環境や

メディアの形成に利用され，同時にそれらによって認識可能な形を与えられると

き．フィクション世界に生きる人物の感覚をも，このように支配する。新しいメ

ディアによって生じる同時存在性という制約に対処するだけでなく，現実と物語そ

れぞれにおけるメディアの相互関係を築いたディケンズ，およびその相互作用を作

品内部で成立させるデイヴイッドの移動は，19世紀的なメディアとの関係の中で捉

えなおされる必要がある。

注

（本稿は，第65回日本英文学会九州支部大会（2012年10月28日）のための草案を加筆改稿し

たものである。）

l一般的な小説本一冊の値段は約10シリング，通常三巻本で出版されたため合計1ポンド

10シリングであった。これに対して月刊分冊は一冊1シリング，全二十巻で1ポンドと安

価だった。

2『憑かれた男』（7Ⅵe肋〟〃JedA血〝）のように移動が意味を持つ作品は確かに存在するが，頻

繁に移動が繰り返されることはない。

3メディアの定義は『メディア論』において特になされないが，いわゆるマスメディアのみ

が一般にメディアと呼ばれる一方，マクルーハンはあらゆる情報を伝達するものをメディ

アと捉える。本稿では，言葉や車輪，道路などをメディアと呼んでいるが，これらは『メ

ディア論』においてもメディアとして扱われる。

419世紀イギリスにおいては，大型蒸気船の発明により海上の移動も不安定なものではなく

なりつつあったが，デイヴイッドの乗った船はpacketvessel（819）としか書かれておらず，

またマクルーハンの主張するメディアナルコーシス（肋血相抑和がぬ如4617）の立場を

取れば，当時はまだ海に対して安定的なイメージはなかったと思われる。

5ただし合巻として出版された第19分冊と第20分冊は一つの分冊として扱う。
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